
鳥取県議会ホームページ　http://www.pref.tottori . lg. jp/gikai/ 8

　

11
月
定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
本
委

員
会
分
所
管
分
な
ど
10
議
案
を
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
妥

当
な
も
の
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

　

陳
情
は
３
件
あ
っ
た
。「
地
方
自
治

法
第
99
条
の

改
正
を
求
め

る
意
見
書
の

提
出
」
に
つ

い
て
の
陳
情

は
、
趣
旨
採

択
。「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の

慎
重
か
つ
厳

正
な
取
り
扱

い
」
に
つ
い

て
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に

　

11
月
定
例
会
で
は
、
本
委
員
会
所
管

の
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

は
じ
め
と
し
た
７
件
の
議
案
に
つ
い
て

慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

付
議
案
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
美

し
く
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
の
「
使
用
済
物
品
等
の
放

置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
の
設
定
、
ま

た
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
及
び
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

「
地
方
創
生
の
推
進
を
図
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
」
の
設
定
が
あ
っ
た
。

常
任
委
員
会
活
動

　

鳥
取
県
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
定
例
会
中
の
付
託
案
件
の

審
議
に
加
え
、
閉
会
中
も
継
続
審
査
や

県
内
外
調
査
、
勉
強
会
な
ど
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

福
祉
生
活
病
院
常
任
委
員
会

総務教育常任委員会での審議

　

11
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
当
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
案
ほ

か
２
件
の
議
案
を
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
商
工
労

働
部
関
係
（
３
億
６
千
万
円
）
の
工
業

団
地
整
備
に
係
る
支
援
や
農
林
水
産
部

関
係
（
２
億
４
千
万
円
）
の
中
間
管
理

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

　

11
月
10
日
、
米
子
市
内
に
お
い
て
、

第
40
回
目
と
な
る
「
岡
山
・
鳥
取
両
県

議
会
土
木
関
係
常
任
委
員
会
合
同
会

地
域
振
興
県
土
警
察
常
任
委
員
会

　

ま
た
、
10

月
に
県
内
調

査
と
し
て
、

渡
辺
病
院
、

鳥
取
看
護
大

学
、
東
西
町

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム

「
西
町
の
郷
」

を
訪
問
し

た
。
渡
辺
病

院
で
は
、
依

存
症
対
策
の
現
場
が
抱
え
る
課
題
を
伺

い
、
鳥
取
看
護
大
学
で
は
、
実
習
の
一

環
と
し
て
、
公
民
館
で
相
談
室
を
開
く

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
運
営
の

現
状
を
伺
っ
た
。
西
町
の
郷
で
は
、
民

家
を
改
装
し
た
、
地
域
の
住
民
組
織
に

よ
る
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
取
組

を
伺
っ
た
。

事
業
に
伴
う
機
構
集
積
協
力
金
の
増
額

な
ど
で
あ
っ
た
。
報
告
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
踏
ま
え
、
庁
内
対
策
会
議

や
国
へ
の
要
望
活
動
の
な
ど
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
農
林
水
産

関
係
で
は
、
情
報
開
示
が
不
十
分
な
の

で
各
県
単
位
で
の
国
の
説
明
を
求
め
る

こ
と
や
、
商
工
関
係
で
は
県
内
で
力
を

い
れ
て
い
る
、
電
気
・
自
動
車
・
航
空

機
産
業
の
需
要
の
獲
得
に
向
け
て
戦
略

を
構
築
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
実
施
し
た
境
港
水
産

事
務
所
の
県
内
調
査
で
は
高
度
衛
生
管

理
計
画
に
基
づ
く
市
場
整
備
に
係
る
事

業
費
の
高
騰

や
遅
延
は
十

分
に
考
え
ら

れ
る
の
で
、

着
工
後
は
速

や
か
に
事
業

実
施
さ
れ
る

よ
う
、
引
き

続
き
注
視
し

て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

従
い
厳
格
な
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
既
に
適
切
に
対
応
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
不
採
択
と
決
定
し

た
。

　

ま
た
、「
県
立
高
等
学
校
の
数
の
維

持
と
学
級
定
員
の
引
き
下
げ
」
に
つ
い

て
の
陳
情
は
、
今
議
会
中
に
示
さ
れ
た

高
等
学
校
の
在
り
方
の
基
本
方
針
案
に

つ
い
て
継
続
し
て
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
研
究
留
保
と
決
定
し
た
。

高
等
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
予
定
し
て
い
る
県
内
調
査
に
よ
り
高

校
及
び
地
域
の
実
態
等
を
把
握
し
、
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鳥取看護大学の調査

境港水産事務所の調査
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議
」
を
開
催
し
、
両
県
を
結
ぶ
道
路
網

の
整
備
状
況
等
に
つ
い
て
協
議
、
意
見

交
換
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
地

元
選
出
国
会
議
員
、
国
等
に
対
し
て
、

要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、

「
平
成
27
年
度
鳥
取
県
一
般
会
計
補
正

予
算
」
ほ
か
７
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
妥
当

な
も
の
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

加
え
て
、
新
規
提
出
の
「
名
護
市
辺

野
古
へ
の
新
基
地
建
設
凍
結
と
地
方
自

治
の
尊
重
、
国
民
的
議
論
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
他
１

件
の
陳
情
は
、
国
内
外
へ
の
基
地
移
設

を
念
頭
に
置
い
た
国
民
的
な
議
論
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
、
配
慮
す
べ
き
で

あ
る
が
、
外

交
・
防
衛
は

国
の
専
権
事

項
で
あ
る
こ

と
。
国
と
沖

縄
県
の
間
で

訴
訟
が
提
起

さ
れ
て
い
る

こ
と
。
の
理

由
か
ら
「
不

採
択
」
と
決

定
し
た
。

岡山・鳥取両県議会土木関係常任委員会合同会議

　

鳥
取
県
議
会
で
は
、
友
好
提
携
し
て

い
る
諸
地
域
と
の
地
方
間
の
国
際
交
流

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
環
日
本
海
地
域
な
ど
へ

調
査
の
た
め
の
議
員
派
遣
の
ほ
か
、
ブ

ラ
ジ
ル
・
鳥
取
交
流
セ
ン
タ
ー
設
立
20

周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
及
び
韓
国
江

原
道
議
会
か
ら
の
訪
問
団
の
受
け
入
れ

事
業
を
行
っ
た
。

　

江
原
道
議
会
と
鳥
取
県
議
会
は
、
平

成
22
年
に
友
好
交
流
に
関
す
る
合
意
書

を
締
結
し
て
お
り
、
同
年
か
ら
相
互
交

流
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
10
月
に

南
景
文
議
員
を

団
長
と
す
る
訪

問
団
が
来
鳥

し
、
県
立
中
央

病
院
や
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
視
察
。

ま
た
、
本
県
議

会
議
員
と
の
交

流
も
行
わ
れ
、

地
方
間
交
流
の

重
要
性
を
お
互

い
に
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

　

11
月
８
日
に

ブ
ラ
ジ
ル
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
に

お
い
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
・
鳥
取
交

流
セ
ン
タ
ー
設

立
20
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ

れ
、
斉
木
議
長

を
団
長
に
訪
問

団
３
名
が
参
加

し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
鳥
取

県
人
会
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り

ほ
か
各
種
の
講
座
が
毎
日
開
か
れ
他
県

に
例
を
見
な
い
ほ
ど
活
用
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
県
費
留
学
・
技

術
研
修
制
度
の
創
設
50
周
年
も
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
県
費
留
学
生
や
技
術
研
修

生
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
も

行
い
、
次
世
代
の
日
伯
交
流
の
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
年
度
の
海
外
調
査
は

３
地
域
を
訪
問
し
た
。

　

10
月
に
、
タ
イ
、
中
国
吉
林
省
、
11

月
に
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
へ
延
べ
12
名
の

議
員
を
派
遣
し
た
。

　

タ
イ
で
は
、
訪

日
観
光
客
の
動

向
、
経
済
交
流
の

状
況
、
本
県
か
ら

の
進
出
企
業
の
活

動
状
況
、
県
産
品

の
輸
出
の
可
能
性

な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

　

中
国
吉
林
省
で

は
、
更
な
る
交
流

の
推
進
、
環
日
本
海
交
流
に
係
る
中
国

側
の
拠
点
の
今
後
の
可
能
性
、
鳥
取
環

境
大
学
と
吉
林
大
学
と
の
今
後
の
交
流

の
あ
り
方
等
を
協
議
し
た
。

　

ロ
シ
ア
沿
海
地
方
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

後
の
現
地
情
勢
を
把
握
し
、
経
済
状
況

や
貿
易
の
実
情
、
今
後
の
交
流
発
展
の

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。

充
実
し
た
国
際
交
流
と
海
外
調
査

江原道議会訪問団　意見交換

ブラジル訪問団　記念式典

中国吉林省訪問団　吉林大学訪問

ロシア訪問団　ゴルチャコフ議長表敬訪問 タイ訪問団　タイ・サミット・メイジ・フォージング社調査


